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5　’v　5 看護部門に於ける搬送業務の実態について
エレベーターの利用上の問題に関して
看護部　○長谷川光子　青木利津子　田村征子　望月しほみ
　はじめに
　我々の日常業務上、問題となる点に建物の構造上の
問題の占める割合は大きい。当病院では、中央診療部
門が分散して機能しているため、支障をきたしている。
　問題点
1　放射線科
　診断部だけをみても、本館2階、西館1階2階、
新病院3階（核医学）画像診断（超音波室）新館ガン
センター、CT、南1階、新病院地下1階と各々離れ
て機能している。
2　中央検査部門
　生理検査、生化学、中央病棟1階、病理検査、東病
棟地下、研究本館、輸血等に関する部門、緊急にデー
ターが必要な場合はメッセンジャー業務にのせられず
その都度、看護職員が提出、結果の伝票をとりに走り
回らねばならない。
3　内視鏡室
　外科系で行なうもの本館2階外科外来、内科系で行
なうもの本館3階内科外来、気管支鏡三新病院ガンセ
ンター、これについては組織上の問題も入り組んだト
ラブルが多い。
4　エレベーター
　東西中央、外来本館、南の各病棟がそれぞれ分散し
た建物であるため、エレベーターも中央に集中してい
ないため目的区分をした運用が不可能である。
5　構造上
　複雑に位置するため患者の搬送、案内を必ず看護職
員が援助しなければ円滑に機能しない。老人などは説
明のみでは迷うことが多い。
6　目的地までの動線が長い。
　患者搬送に時間がかかるため、他部門との業務上の
トラブルが発生する。（ポータブル撮影依頼時、手術
室、検査室への入退室時等々）以上のようなことから
看護部門への苦情も多く、新病院開設までの2、3年
とは言え、毎日の業務の中で人的配慮もかなり必要と
考える、物理的制約のある中でどのように対処すれば
業務の効率化を計ることが可能か。何か改善策はなか
ろうかと考え、第一段階として、エレベーターの利用
状況との関係から搬送業務の実態を調査したので報告
する。
　調査方法
宗論左記のプ・セスフP一チャートに
　　　　　　　　　もとずき展開した。
　調査の方法決定
塵囎の検討
　（1）目的
　　看護業務の円滑化をはかり、効率化をたかめる。
　（2）調査項目の決定
　　別側のよう棚査囎を薦靹勉ひ拘の2
日間、2病棟、3病棟でプリテスト実施した。その結
果患者氏名等を追加、看護度も調査することにする。
　別紙（2）の様式を作成した。
　（3）日時
昭和58年1ﾁ一1細の6日間、日勤帯1・実施L・t・・
　（4）記入方法
　エレベーターを利用した看護職員による自己記入法。
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各病棟の患者搬送（エレベーター使用）の回数と目的地別平均所要時間（分）
（表Na　1）
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搬送患者の看護度の状況 （表2）
　看護度
a棟名
AI 〃皿 〃皿 〃IV BI 〃皿 〃皿 〃IV CI 〃皿 〃IV
2　　　　’＝ 11　　1　　　　　1　　1　1 2　　1　12　　1　　6　1 I　　　　l　23　1　10
3　　　病 7　1　　　　1　　　　1 10　　　　9　1 l　　　　　l　　4　　1　14
菓病棟
5　　病 2　　1　　　　　　　　　　1 5　1　21　1　32　1 l　　　　　　　　　　l
6　　　病 9　　1　　　　1 2　　　　　　　1　　　　1 l　　　　l　　2　　1　　6
南　　　1 l　　　　l 3　　1 1　　　　8　　1　　4　　1
南　2　眼 8　1　　3　　　　　　　1　　1 6　　　　　　［　　5　匹　4 I　　　　l　　1　　1　　5
南　2 8　　1　　1　1　　　　【 l　　l　［　　2　　1 1　　1　　1　　6　　　　4
南　　　3 ［　　　　　　l　　　　　　l l　　l　l　　3　【 1　　5　　1　14
南　　病　　棟
南　　　5 4　　1　　1　　1 1　111　1　13　1　11　1　5　122　1　6
南　　　6 1　　1　　　　　｝　　　　　1 1　　4　　　　17　　　　1　　　1 3　　1　　　　1　　4　　　13
南　　　7 3　　1　　　　1　　1 2　　1　10　1　14　1 1　5　121　112南8－1 2　　1　　　　1　　　　1 1　　2　　　　　2　　　　1 1　　1　　　　　1　　1　　7
南8－2 1　1　10　　1　　1 I　　　　l　　2　　1 l　　　　l　　　　I
西　　　1 3　1　　3　　　　　　　1 1　　1　10　　　　　5　1　　1 4　　1　　5　　1　　g西病棟
西　　　2 1　　1　　　　　1　　　　　1 5　　　　　5　　1　　4　　　　2 1　　　　　　　1　　　　2
西　　　3 1 I　　g　　「　　9　　1 I　I　　6　　1　10
神　経　科 1　　　　　1　　　　　1 1 1
中　央　2 1　　1　　　　　　　　　　1 1　　1　　1 1　3　　　　　5　　1　28
中央病棟
中　　　3 14　　　　　　　1 1　　　　　　　　2　　1 ｝　　　　　　　3　　！　　7
中　　　4 2　i　　　　，　　1　1　　1 2　　　　8　1　27　1　　4 1　1　　1　　7　1　3
中　　　5 1　1　　3　　1　　　　1 2　　1　　2　　1　　3　　1 i　　　　　3　1　19
外来 外科外来 I　　　　　　l 1　　4　　　　　1　1　17 I　　　　　　　　　　　　　　l　［　　1　　　　5
t’：i看護度
観察度　A，：絶えず観察を要する。
　　B，：1～2時間毎に観察。
　　C，：特に観察の必要なし。
生活自由度
1：常に寝たまま。
ll：ベットで体を起こす。
皿：病室内歩行可能。
配：日常生活不自由なし。
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　結果
　（図1）は調査期間中の全病棟の患者撃墜、病床の
利用状況であり平均90．3％であった。
　　（表1）各病棟より目的地別にエレベーターを使用
して搬送した回数と所要時間である。全体平均8．1分
を要している。
　新病院放射線治療部迄の平均時間は9分を要してい
る。※は最高回数、平均時間の最高のものをしめす。
　　（図2）患者搬送にエレベーターを使用する時間帯
の状況で月曜日より土曜日までをみても9時から10時
までがピークである。午后のピークは13時から14時で
ある。
　（図3）日勤者一人が搬送に費す時間
　（図4）各病棟において一日に費す搬送時間
　（図5）週間業務と搬送の関係をみたものであるが
教授回診前後の指示、検査等の変化の有意差はみられ
ない。
　（図6）各病棟に於ける搬送方法の状況、ストレッ
チャーと車椅子での搬送状況
　（表2）看護度の状況
　考察
　この調査の初段階では、エレベーターの待ち時間が
かなり問題と考え項目を作成したが調査方法の不備に
よりその点が明確に出来なかった。この種の調査はス
トップォッチを使用し、タイムスタディー方式による
方法が正確な時間が把握出来たと思う。
　目的地別、所要時間は、各病棟群により（東西南中
央）動線の長さの違いが大きく、全般的に搬送の回数
が多く、時間を要しているものは放射線治療部であっ
た。
　所要時間平均9分、最高15．9分を要している。目
的地別所要時間の高順位は下記の通り。
　1．放射線治療部（新病院）　　9分
　2．放射線診断部（西1階）　8．8分
　3．中検：外来（本館1階）　　8．5分
半4．外来診療科（本館1～5階）　7．9分
　5．中央手術室（南4階）　　7．7分
　病棟別順位
L
2．
3．
4．
5．
南6階
中5階
南1、西2
南5
南7
12．4分
11．4分
11．3分
1Ll分
　9，5分
　全体の72．8％　IV度27．3％
観察度Aクラス12．5％
　　　B　t，　39．5％
　　　C　〃　20．3％であった。
　時間帯別にみると第一のピーク午前9～10時、第ニ
ピーク午后は13～14時であることが明確になった。今
後、業務計画上他部門とも検討の上見直すことの出来
る糸日があると思われる。
　各病棟において1人の看護婦及看護助手がこの業務
に専念したとして1日に費した時間は図4に示す通り
で最高4時間41分である。
　1日の実働時間7時間である。このことから搬送業
務を短縮することが少しでも出来れば精神的なゆとり
をもって、患者に接する時間が生れるであろう。今一
番患者が欲している看護がそこにあるように思う。患
者は常に忙がしそうにしている看護婦をみて、ゆっく
り看護婦にき5たいことも聴けないと遠慮している場
面もよくあるのである。
　結び
　今回の調査は事前にプリテストを実施し、本調査を
行った。実施に際し、婦長会議を通じ主旨説明を行っ
たが、コンセンサスが得られなかったことが調査より
判明した。一部で多忙であるのに何故このようなもの
を記入しなければならないのかという声も聞かれ協力
を得られなかったことは大変残念であった。しかし我
々の業務の改善は自らが行なわなければならないので
ある。その為のデーターは他に求めても収集は不可能
である。この資料は、ご協力下さった方々の手により
出来たものであり、看護部では有効に活用することに
より、他部門との折衝の中でも活きた資料となると確
信している。今後も障害となっている点を除去するた
めねばり強い努力を積ねる所存である。
看護度との関係からみると生活自由度IV度以上の者
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